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桜花爛漫 （御立岬シンボルタワーから３月２６日撮影）



広報あしきた　２３　広報あしきた

　一般会計とは、町の行政経営に必要となる基本的な経費を計上した会計のことです。予算額は昨
年と比較して６, ２００万円減少しました。しかし、昨年度末に地域の活性化及び経済対策を目的
に「地域活性化・生活対策臨時交付金」（２億８, ４６６万円）が国から交付されたため、今年度取
り組む予定の事業を前倒しで取り組んでいますので、その分も含めますと１億８, ５５１万円の増
額となります。

平成 21 年度
芦北町当初予算総額

会　計　名 21 年度予算 20 年度予算 増減額 増減率

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 32 億 6,870 万円 31 億 1,120 万円 1 億 5,750 万円 5.1％
老人保健事業 700 万円 3 億 5,100 万円 ▲ 3 億 4,400 万円 ▲ 98.0％
後期高齢者医療事業 2 億 4,350 万円 2 億 6,160 万円 ▲ 1,810 万円 ▲ 6.9％
介護保険事業 18 億 70 万円 17 億 6,590 万円 3,480 万円 2.0％
簡易水道事業 7,660 万円 9,910 万円 ▲ 2,250 万円 ▲ 22.7％
農業集落排水事業 2 億 9,870 万円 4 億 2,750 万円 ▲ 1 億 2,880 万円 ▲ 30.1％
生活排水処理事業 6,110 万円 8,700 万円 ▲ 2,590 万円 ▲ 29.8％
町有温泉事業 1 億 580 万円 9,960 万円 620 万円 6.2％
奨学資金貸付事業 2,480 万円 2,620 万円 ▲ 140 万円 ▲ 5.3％

公営企業（水道事業） 3 億 2,287 万４千円 1 億 7,968 万４千円 1 億 4,319 万円 79.7％
合　　計 62 億 977 万 4 千円 64 億 878 万 4 千円 ▲ 1 億 9,901 万円 ▲ 3.1％

（土木費）
道路や河川の整備に
４１, ４８４円

（総務費）
魅力的なまちづくりや
効率的な行政経営に
５３, ０７８円

（衛生費）
ごみ処理や病気の予防に
５１, ８３３円

（商工費）
商工業や観光の振興に
１２, ３９１円

（消防費）
消防活動や防災の経費に
１７, ７６５円

（農林水産業費）
農・林・水産業の振興に
４２, ４８４円

（公債費）
借金の返済に
６５, ６２１円

（民生費）
高齢者・障がい者・子育てに
１１６, ０２５円

（議会費ほか）
議会関連経費や予備費など
６, ４８１円

（教育費）
小・中学校や図書館、
生涯学習活動に
４９, ５６４円

（注）住基人口２０，６８２人（平成２１年１月１日現在）で算出しています。

町の予算を町民１人あたりに置き換えると
　町の「予算」をわかりやすく、少しでも身近に感じてもらうため、町民一人当たりに換算
してみました。町民一人あたりの歳出予算額は「４５万６, ７２６円」で、一人当たりの町
税額は「７万５, １６０円」となり、税負担の約６倍の行政サービスが提供されています。

特別会計（水道会計含む）　総額６２億９７７万４千円
　特別会計と水道事業会計の総予算額は６２億９７７万４千円で、昨年と比較して１億９, ９０１万円
減少しました。主な要因は、昨年度終了した老人保健事業の医療費支払い残額が減少したことにより
３億４, ４００万円減少したことと、農業集落排水事業と簡易水道事業で昨年度に借金返済の前倒しを
行ったことにより１億５, １３０万円減少したことです。
　水道事業で予算額が増加しているのは、老朽化した花岡浄水場の電気設備更新工事の経費を計上して
いるためです。

　歳出は、新規事業として農村環境
改善センターの改修費３億３３７万
円、清掃センター芦北事業所解体整
備工事費８, ４６５万円、牛の水漁
港整備事業費２, ９１５万円、特別
雇用対策事業費３００万円等を計上
しました。本年度が事業最終年度な
る海浦漁港整備費２億４, ３５０万
円、小田浦地区及び湯北地区の排水
対策事業費２億５, ４３９万円も引
き続き計上しました。

　限られた財源で、まちづくり
の成果をいかに上げていくかに
知恵を絞った新年度の予算がス
タートしました。町にはどのよ
うな財源があり、どのように使
われるのかについてわかりやす
く説明します。

一般会計　総額９４億４, ６００万円

156 億 5,577 万 4 千円

※お問い合わせ
　企画財政課財政係　☎ 82-2511（内 251）

　歳入は、税収の
多い自治体と少な
い自治体の財政格
差を軽減する措置
がとられ、地方交
付税が１億円増加
しました。新たな
借 入 れ に つ い て
は、持続可能な財
政運営ができる範
囲内に抑えていま
す。

皆さんの為に
使うお金
４５万６, ７２６円

町がいただくお金
７万５, １６０円

町民１人あたり

議会費　1.4％
1 億 2,850 万 8 千円

商工費　2.7％
2 億 5,627 万 4 千円

予備費等　0.1％
555 万円

歳 出消防費　3.9％
3 億 6,742 万 5 千円

教育費　10.9％
10 億 2,507 万 6 千円

土木費　9.1％
8 億 5,796 万 3 千円

衛生費　11.3％
10 億 7,200 万円

民生費　25.4％
23 億 9,962 万 4 千円

総務費　11.6％
10 億 9,775 万 1 千円

公債費　14.4％
13 億 5,716 万 7 千円

農林水産業費　9.3％
8 億 7,866 万 2 千円

各種交付金　2.5％
2 億 3,566 万 4 千円

地方譲与税　1.5％
1 億 3,970 万円 使用料及び手数料　2.2％

2 億 1,146 万 9 千円

繰入金　2.6％
2 億 4,184 万 4 千円

分担金及び負担金　1.5％
1 億 4,246 万 1 千円

諸収入・財産収入　1.6％
1 億 5,529 万 8 千円

繰越金　2.1％
2 億円

歳 入

町税　16.5％
15 億 5,445 万 5 千円

地方交付税　45.5％
43 億円

国庫支出金　5.8％
5 億 4,837 万 4 千円

県支出金　8.1％
7 億 6,468 万 5 千円

町債　10.1％
9 億 5,205 万円



広報あしきた　４５　広報あしきた

新年度予算の主な使い道（一般会計）
　みなさまの生活に密着している事業や、新規に着手する事業など町の予算の主な
使い道について、芦北町総合計画の６つの政策ごとに紹介します。

芦北町まちづくり支援事業　８００万円
　町内の 85 地区の主体的な活動を支援す
るために、補助対象経費の８割を助成する
事業です。地域でのお祭りや環境美化活動
などの交流促進型、特産品の開発や地域の
伝統行事を掘り起こす地域活性型の事業に
対して助成しています。

学校支援地域本部事業　１５０万円
　学校・家庭・地域が一体となって地域ぐ
るみで子どもを育てる体制を整備して、学
校の求めと地域の力を噛み合わせ、より効
果的な学校支援を行う事業です。

岩崎グラウンド整備事業　１, ６８３万円
　グラウンドゴルフやサッカー、ジョギング等の定期的活
動や各種イベントを開催し、スポーツを中心とした地域間
交流ができるように、全面芝の多目的グラウンドの整備を
行います。

カンボジア音楽教師・韓国自治体
職員研修受入事業　３９６万円
　カンボジアや韓国からの研修生
を受け入れ、芦北町の有する様々
な技術を習得していただくと共
に、町民の皆さまが外国の方と触
れあうことにより、海外の国を身
近に感じてもらい、国際的な人づ
くりと地域の国際化の推進を目指
す事業です。

特別支援教員派遣事業
１, ６２８万円
　学習障害（LD)、注意欠陥多動
性障害（ADHD) など障がいがあ
る幼児・児童・生徒へ適切な教育
的支援を行うため特別支援教員を
配置し、良好な学習環境を確保す
る事業です。

農村環境改善センター改修事業　
３億３３７万円
　農村環境改善センターを、文化
活動をはじめとする多目的な交流
施設として利用していただくため
に、改修工事を行います。

星野富弘美術館管理運営事業　
１, ０２２万円
　星野富弘氏の詩画作品を展示
し、芸術文化の発展向上及び心の
交流拠点として美術館を運営して
います。今年度は、原画展の開催
も予定しています。

町道川嶽線改良事業　２, ５００万円
　道幅が狭く、これまで通行がしづらく、危険だった

「内木場口橋」の道幅を広くして、安全に通行できる
ように改良工事を行います。

公園維持管理事業
４２０万円
　町民のみなさんの健康増
進と憩いの場である町内各
地の公園を、いつでも、だ
れでも、快適に利用できる
よう管理するのに使う費用
です。

生活を支える基盤づくり

海浦漁港改修事業
２億４, ３５０万円
　海浦漁港は、防波堤及び物揚げ
場等の施設が未整備で、これまで
に台風等で多大な被害を被ってき
ましたが、今年度で本事業も最終
年度となり、漁港の整備が完了し
ます。

芦北町木造住宅建築支援事業　
２, ０００万円
　町内産の木材需要の拡大と町民
の定住促進を目的として、町産材
を一定の割合使用した住宅を新
築・改築・増築する方を支援する
事業です。昨年度よりも補助上限
額を引き上げ、事業の拡充を行い
ます。

芦北地区排水対策特別事業
１, ０００万円
　芦北地域は、現在２つの排水機
場がありますが、施設の老朽化と
近年の降雨量の増大等により、冠
水被害が年々増加し、農業経営に
支障をきたしています。そこで、
古くなった施設の廃棄と新しい排
水機場の設置を行い、安定した農
業経営の確立を図ります。（県事
業負担金）

特別雇用対策事業　３００万円
　急激な経済情勢の悪化により、
企業から雇用契約を解除されるな
どして、安定した生活の維持が困
難になった方の手助けになるよ
う、町が臨時雇用を行います。

農山漁村活性化プロジェクト支援
交付金事業　２, ２６９万円
　農山漁村の活性化につながる事
業に対して交付金を支給します。
今年度は、デコポンの収穫量の確
保と高品質化による農業経営の安
定化を図るため、デコポンのビ
ニールハウスのリース助成事業に
取り組みます。

生きがいある働き場づくり

広報紙発行事業　７３６万円
　町民と行政との協働によるまちづくりが重要となっていく
中で、様々な町の情報を積極的に分かりやすく住民の皆様に
提供して、町政への理解と協力を求めるために、毎月「広報
あしきた」と「まちだより」を町内全世帯に配布しています。

効率的な行政組織づくり

魅力的な地域づくり

障害者自立支援給付等事業
２億８, ０４３万円
　障害者自立支援福祉法に基づく
障害者自立支援給付に位置づけら
れているサービスを障害者の方々
に提供します。

小田浦地区排水対策及び湯北都市
下水路整備事業
２億５, ４３９万円
　大雨による冠水被害解消のため
ポンプ場、管渠等の実施設計委託
及び工事を行う事業です。

妊婦検診事業　１, ６００万円
　安心して妊娠・出産ができるよ
う妊娠中の健康診査を助成する事
業です。これまで５回の助成だっ
たものを、今年度から１４回に拡
充します。

浄化槽設置費助成事業
４, １３６万円
　農業集落排水処理区域外で、浄
化槽を設置しようとする町民（法
人）に対して補助金を交付し、生
活衛生環境の改善を図ります。

公営住宅改修事業
９, ０５４万円
　既存の公営団地の安全で快適な
住環境を確保するため、火災報知
器設置や外壁落下防止、水洗化改
修等の改修工事を実施する事業で
す。

子ども医療費助成事業
５, ２７１万円
　子どもの健全な育成と子育て支
援を目的として、医療費を助成す
る事業です。今年度から対象年齢
が、これまでの「０歳から９歳（小
学３年生）まで」から「０歳から
１５歳（中学３年生）まで」へと
拡充されます。

清掃センター芦北事業所解体整備
事業　８, ４６５万円
　業務の効率化を図るため、現在
２ヶ所ある清掃センターを統合し
ますが、現在の施設では増大した
ゴミを処理することができないた
め、芦北清掃センターの煙突を解
体し、新しい施設（ストックヤー
ド）を建設します。

人にやさしい快適なまちづくり

豊かな心の人づくり
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な
調
査
・
分
析
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
発
掘
調
査

報
告
書
を
作
成
し
、
遺
跡
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

発
見
の
意
義

⑴
花
岡
木
崎
遺
跡
が
佐
職
（
色
）

駅
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

　

花
岡
木
崎
遺
跡
出
土
の
木
簡
に

は
、
地
名
の
「
佐
色
」、
道
筋
を

示
す
「
路
次
」、
駅う

ま
や家
の
「
駅
」

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遺

跡
内
か
ら
は
役
人
用
の
装
飾
具
の

一
部
も
出
土
し
て
お
り
、
花
岡
木

崎
遺
跡
が
古
代
の
役
所
＝
佐
職

（
色
）
駅
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に

も
、
発
掘
調
査
で
「
駅
」
が
確
認

さ
れ
た
例
は
２
例
し
か
な
く
、
今

後
の
調
査
成
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

⑵
県
内
出
土
の
古
代
木
簡
と
し
て

希
少
例
で
あ
る
こ
と

　

県
内
で
は
、
鞠
智
城
跡
（
菊
池

市
）
で
の
出
土
例
に
次
ぎ
、
２
例

目
で
す
。

※木簡
　紙が高価だった時代に、紙とともに用いられた細長い木の札で、古代の役所の公
用文書にも用いられました。７世紀から１０世紀の間、全国で使用されましたが、
紙が普及すると次第に廃れていきました。
※駅伝制
　都と全国の国府（今の県庁）を結ぶ官道沿いに、16㌔ごとに駅家が設置され駅
馬が飼われていました。古代の役人は、駅家で休憩や食事を取ったり、馬を乗り継
ぎながら、命令や文書を地方に伝えていました。スポーツの駅伝競走の語源です。

に
は
16
駅
が
置
か
れ
、佐
職
（
色
）

駅
に
は
駅
馬
５
頭
、
伝
馬
（
輸
送

用
の
馬
）
５
頭
が
配
置
さ
れ
た
。

佐
職
駅
の
北
に
は
朽
網
駅
（
く
た

み
え
き
＝
八
代
市
二
見
？
）、
南

に
は
水
俣
駅
が
あ
っ
た
。

◆
木
簡
の
種
類

　

公
用
文
書
（
文
書
木
簡
）

◆
木
簡
の
時
代

　

８
世
紀
末
～
９
世
紀
初
め
（
奈

良
時
代
後
半
～
平
安
時
代
初
め
）

発
見
さ
れ
た
木
簡

◆
発
見
日
時

　

平
成
19
年
12
月
５
日

※
発
見
後
、
独
立
行
政
法
人
奈
良

文
化
財
研
究
所
で
の
保
存
処
理
が

終
了
。

◆
発
見
場
所

　

花
岡
木
崎
遺
跡
（
大
字
花
岡
字

木
崎
）

◆
発
見
原
因

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
芦
北

IC
建
設
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査

◆
確
認
さ
れ
た
文
字

○
１
号
木
簡

　
（
長
さ
17.5
㌢　

幅
3.3
㌢
）

【
佐
色
】
地
名
の
佐
敷
の
こ
と
で
、

古
代
に
は
「
佐
職
」
と
も
書
か
れ

た
。

○
２
号
木
簡

　
（
長
さ
14.5
㌢　

幅
3.9
㌢
）

【
発
向
】「
～
に
行
き
な
さ
い
」
と

い
う
命
令
の
意
味

【
路
次
】「
～
に
向
か
う
途
中
、
道

す
が
ら
」
と
い
う
意
味

【
駅
】
駅う

ま
や家
と
も
呼
ば
れ
た
古
代

の
役
所
の
一
つ
で
、
使
者
の
休
息

や
宿
泊
、
乗
り
継
ぎ
用
馬
の
飼
育

が
主
な
業
務
で
あ
っ
た
。
肥
後
国

花岡木崎遺跡から発見さ
れた木簡（左：１号木簡、
右：２号木簡）
撮影：奈良文化財研究所

〈
発
〉
向
路
次
駅
□
等

□
〈
於
〉
佐
色
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□

１号木簡 ２号木簡

□　文字数は確
認できるが読む
ことができない
もの
<>　 書 か れ た
文字が推定でき
るもの

平成１９年８月に行われた発掘体験学習会
出土した遺物
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ガーナ共和国で国際協力

　３月１８日（水）、ＪＩＣＡ（国際協力機構）
の平成２０年度４次隊青年海外協力隊員とし
てガーナ共和国（アフリカ大陸西部）に派遣
される宮本武蔵隊員（芦北町職員）が出発の
あいさつに訪れました。宮本隊員は、ガーナ
共和国でも最貧困地域のアッパーウェスト州
で、組織におけるプロジェクトの企画立案や
運営管理指導者として各種プログラムの運営
やスタッフの事務処理能力向上のアドバイス
を中心に活動を行います。

ビーチボールバレー大会

　３月８日（日）、芦北町地域資源活用総合
交流促進施設の落成を記念して、だれもが楽
しく参加できるビーチボールバレー大会を通
じて健康づくり、体力づくり、仲間づくり及
び施設の利用促進を図ることを目的として
６９チーム４０８人の参加で開催されまし
た。各試合とも、好プレー珍プレーがあり真
剣な試合の中に笑いがあったりと参加した人
たちは、心地よい汗を流していました。

平成２１年消防点検

　３月１５日（日）、平成２１年消防点検が
田浦運動場で、約７００人が参加して行われ
ました。観閲に引き続き保育園児、幼稚園児
の通常点検と放水が披露され、団員による放
水競技が行われました。
◆成績

【規律競技の部】１位　機動分団
　２位　第７分団　３位　第８分団

【放水競技の部】１位　第９分団
　２位　第２分団　３位　第４分団

湯浦中体育館落成

　3 月 12 日（木）、平成 20 年 7 月に着工した、
湯浦中学校体育館の改築工事が完了し関係者
70 人と湯浦中３年生が参加し落成式が行わ
れました。新しい体育館は、総面積 909㎡で
バドミントンコートが３面とれる広さです。
特徴は、木材を多く使用し大きな窓で明るさ
を確保しています。また、屋内から湯浦地区
の四季折々の景色を展望できるようになって
います。今後は、学校体育だけでなく地域の
スポーツ振興にも活用していく予定です。

雨の中を快走

　２５回目を迎えた芦北うたせマラソン大会
が３月２２日（日）、芦北海浜公園・鶴ヶ浜
海水浴場をスタート・ゴールに行われまし
た。雨にも関わらず県内外から９２０人が参
加 し、20km、10km、 ５km、 ３km の 部 で
男女年齢別の 22 部門で健脚を競いました。
　参加者は、雨の中、海岸コースを力走した
後、大関米やマウンテンバイク等が当たる抽
選会を楽しみました。

スポーツ賞・文化振興賞

　３月２６日（木）、平成２０年度芦北町ス
ポーツ賞・文化振興奨励賞受賞式が行われま
した。今回は、金賞（全国大会で６位以内）
８人、銀賞（九州大会で３位以内）１２人、
銅賞（県大会で優勝）２２人及び指導者３人
と特別賞２人の計４７人が受賞されました。
また、今年度から設けられた文化振興奨励賞

（町内在住で優秀な個人、団体、指導者への
顕彰を目的）に６人が受賞されました。

山口ユキモさん満 100 歳

「桝屋」熊本県特別賞

　３月１９日（木）、県産材を利用する優れ
た大型木造施設等に贈られる第１４回熊本県
木材利用大型施設コンクールで薩摩街道佐敷
宿交流館が熊本県特別賞を受賞しました。
　「老朽化し使用されなくなっていた古民家
の骨組みを生かし、元の建物の雰囲気を残し
ながら交流施設として再生させた。また、伝
統的木造町屋の特徴も伝えている」と評価さ
れました。

　３月３１日（火）、老人ホームに入所され
ている山口ユキモさんがめでたく満１００歳
を迎えられました。お祝いに訪れた内山福祉
課長が長寿の慶祝金を贈り、お祝いの言葉を
かけると、「ありがとうございます」とお礼
の言葉を述べられました。
　山口さんは、車いすを利用していらっしゃ
いますが、本を読むのが大好きとのことです。
いつまでも元気にお暮らしになることをお祈
りします。
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総
務
課
】
▼
政
策
審
議
員
兼
課
長　

内
山
忠
美
（
福

祉
課
長
）
▼
総
務
係
主
幹　

藤
井
優
一
（
税
務
収
納
課

住
民
税
係
主
幹
）
▼
総
務
係
参
事　

遠
山
淳
二
（
教
育

課
学
校
教
育
係
参
事
）
▼
文
書
法
規
係
主
事　

渡
邊
純

子
（
住
民
生
活
課
医
療
年
金
係
主
事
）
▼
管
財
係
参
事

白
坂
フ
ク
ミ
（
同
管
理
係
参
事
）、
山
下
博
章
（
農
林

水
産
課
農
業
振
興
係
参
事
）
▼
秘
書
広
報
係
主
事　

渕

上
由
香
（
住
民
生
活
課
医
療
年
金
係
主
事
）
▼
情
報
管

理
係
主
事　

立
邊
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税
務
収
納
課
固
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資
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係

主
事
）
▼
防
災
交
通
係
主
事　

一
田
貴
臣
（
同
情
報
管

理
係
主
事
）
▼
大
野
出
張
所
長　

一
宮
洋
子
（
住
民
生

活
課
住
民
係
参
事
）
▼
吉
尾
出
張
所
長
兼
東
部
保
健
セ

ン
タ
ー
参
事　

成
松
佐
代
美
（
住
民
生
活
課
住
民
係
参

事
）
▼
総
務
課
付
参
事　

山
本
裕
子
（
芦
北
幼
稚
園
教

諭
）　
【
田
浦
基
幹
支
所
】
▼
係
長　

元
山
俊
治
（
農
業

委
員
会
事
務
局
次
長
）　
【
企
画
財
政
課
】
▼
政
策
審
議

員
兼
課
長　

井
川
良
一
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
政
策
推

進
室
長　

園
川
民
夫
（
同
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
主
幹
）

▼
政
策
推
進
室
行
政
改
革
推
進
係
長　

宮
島
昭
典
（
同

行
政
改
革
推
進
係
参
事
）
▼
政
策
推
進
室
行
政
改
革
推

進
係
主
事　

本
村
健
作
（
税
務
収
納
課
収
納
係
主
事
）

▼
財
政
係
主
事　

竹
下
健
太
（
税
務
収
納
課
収
納
係
主

事
）
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長　

松
本
俊
造
（
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
参
事　

大

田
修
久
（
商
工
観
光
課
観
光
係
参
事
）　
【
税
務
課
】
▼

課
長　

農
中　

豊
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▼
住
民

税
係
主
幹　

井
手
口
浩
二
（
税
務
収
納
課
固
定
資
産
税

係
主
幹
）
▼
住
民
税
係
主
事　

藤
井
さ
お
り
（
総
務
課

秘
書
広
報
係
主
事
）
▼
固
定
資
産
税
係
長　

田
渕
耕
一

（
住
民
生
活
課
医
療
年
金
係
長
）
▼
固
定
資
産
税
係
主

事　

林
田
茂
夫（
住
民
生
活
課
吉
尾
温
泉
診
療
所
主
事
）

▼
収
納
係
主
幹　

岩
間
睦
生
（
建
設
課
用
地
係
主
幹
）

▼
収
納
係
主
事　

上
野
雄
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（
税
務
収
納
課
住
民
税
係

主
事
）、
松
田
勇
士
（
建
設
課
都
市
計
画
事
務
係
主
事
）

▼
地
籍
調
査
室
地
籍
調
査
係
主
事　

松
下
祐
樹
（
農
林

水
産
課
林
務
水
産
係
技
師
）　
【
福
祉
課
】
▼
課
長　

大

岩
憲
治
（
商
工
観
光
課
長
）
▼
課
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補
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下
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一
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環
境
衛
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）
▼
社
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主
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鶴
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（
商
工
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光
課
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光
セ
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ー
所
長
）
▼
児

童
家
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福
祉
係
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山
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蓉
子
（
水
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芦
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域
行

政
事
務
組
合
派
遣
）
▼
高
齢
者
福
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係
長　

横
田
照
光

（
同
障
害
者
福
祉
係
長
）
▼
障
害
者
福
祉
係
主
幹　

中

田
祐
一
（
教
育
課
学
校
教
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係
主
幹
）
▼
障
害
者
福
祉

係
主
事　

永
江
彰
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熊
本
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老
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ホ
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鶴
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参
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収
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兼
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係
参
事
）
▼
林
務
水
産
係

主
事　

橋
本
仁
志
（
環
境
衛
生

課
生
活
衛
生
係
主
事
）　
【
建
設

課
】
▼
課
長　

竹
田
茂
幸
（
生

涯
学
習
課
長
）
▼
計
画
係
参
事

吉
海
貴
臣
（
環
境
衛
生
課
生
活

衛
生
係
参
事
）
▼
計
画
係
主
事

橋
本
伸
介
（
同
用
地
係
主
事
）、

田
中
総
一
郎
（
企
画
財
政
課
高

速
交
通
対
策
係
主
事
）
▼
住
宅

係
参
事　

桑
村
留
美
子
（
会
計

室
参
事
）
▼
土
木
係
技
師　

漆

山
大
輔
（
総
務
課
防
災
交
通
係

主
事
）　
【
商
工
観
光
課
】
▼
課

長　

坂
梨　

優
（
福
祉
課
長
補

佐
）
▼
課
長
補
佐
兼
芦
北
海
浜
総
合
公
園
事
務
所
長　

坂
道
征
一
（
同
課
長
補
佐
）
▼
観
光
係
参
事　

蓑
田
慎

司
（
企
画
財
政
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
参
事
）
▼
観
光

係
主
事　

堀
口
貴
生
（
田
浦
基
幹
支
所
主
事
）
▼
温
泉

観
光
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
湯
浦
出
張
所
長　

高
島　

繁

（
環
境
衛
生
課
地
域
環
境
係
主
幹
）
▼
芦
北
海
浜
総
合

公
園
事
務
所
技
能
士　

松
永
光
則（
同
観
光
係
技
能
士
）

【
上
下
水
道
課
】
▼
課
長　

山
本
正
博
（
同
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐　

湯
野
一
之
（
総
務
課
管
理
係
主
幹
）
▼

下
水
道
係
主
事　

岩
本
英
次
（
地
籍
調
査
課
地
籍
調
査

係
主
事
）【
会
計
室
】
▼
会
計
係
長　

溝
俣
圭
一
（
企

画
財
政
課
高
速
交
通
対
策
係
長
）
▼
会
計
係
参
事　

田

中
清
美
（
建
設
課
住
宅
係
参
事
）　
【
議
会
事
務
局
】
事

務
局
長　

福
山
勝
廣
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
）
▼
書
記

倉
永
や
す
子
（
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
参
事
）　
【
農
業
委

員
会
事
務
局
】
▼
次
長　

福
井
成
昭
（
住
民
生
活
課
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
）　
【
教
育
委
員
会
教
育
課
】
▼
課
長

永
田
光
洋
（
住
民
生
活
課
長
）
▼
学
校
教
育
係
主
幹　

長
船
正
純
（
税
務
収
納
課
収
納
係
主
幹
）
▼
学
校
教
育

係
主
事　

坂
本
吉
寛
（
企
画
財
政
課
財
政
係
主
事
）
▼

芦
北
幼
稚
園
教
諭　

大
塚
峯
子（
湯
浦
保
育
所
保
育
士
）

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
】
▼
課
長　

中
原
豊
徳
（
水

道
課
長
）
▼
課
長
補
佐　

下
田　

研
（
生
涯
学
習
係
主

幹
）
▼
生
涯
学
習
係
長　

宮
石
幸
人
（
福
祉
課
社
会
福

祉
係
長
）
▼
体
育
振
興
係
参
事　

正
林
謙
輔
（
建
設
課

土
木
係
参
事
）
▼
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
公
民
館

佐
敷
分
館
長　

藤
井
哲
郎
（
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

主
幹
）▼
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
参
事　

石
兼
千
美
子（
総

務
課
文
書
法
規
係
参
事
）　
【
派
遣
】
▼
水
俣
芦
北
広
域

事
務
組
合
参
事　

平
生
洋
子
（
住
民
生
活
課
介
護
保
険

係
保
健
師
）
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

川
口

日
出
彦
（
住
民
生
活
課
介
護
保
険
係
長
）
▼
熊
本
県
派

遣　

寺
川
廣
治
（
企
画
財
政
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
主

事
）

【
退
職
】
▼
下
田
政
一
（
政
策
審
議
員
兼
総
務
課
長
）

▼
藤
崎
正
司
（
政
策
審
議
員
兼
企
画
財
政
課
長
）
▼
松

本
公
人（
政
策
審
議
員
兼
教
育
次
長
）▼
山
内
和
亀（
建

設
課
長
）
▼
倉
永
淳
一
（
農
林
水
産
課
長
）
▼
山
川
公

文
（
地
籍
調
査
課
長
）
▼
宮
内
和
仁
（
会
計
室
会
計
係

主
幹
）
▼
丸
田
久
美
子
（
大
野
出
張
所
長
）
▼
坂
本
悦

子
（
福
祉
課
老
人
ホ
ー
ム
栄
養
士
）
▼
稲
崎
秀
敏
（
老

人
ホ
ー
ム
施
設
長
）
▼
寺
本
み
つ
子
（
田
浦
基
幹
支
所

係
長
）
▼
永
里
さ
よ
子
（
住
民
生
活
課
保
健
セ
ン
タ
ー

栄
養
士
）
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４ 月 １ 日 か ら 資 源 ご み 袋 を 統 一 し ま し た
　平成２１年４月１日から、ビン・カン・ペット袋は、
袋の価格を抑えるとともに利用しやすくするため１種類
に統一しました。袋は、緑字で資源・不燃袋と記載して
あり、分別の仕方はこれまでと同じです。なお、従来の
３種類の袋はそのまま利用できます。

※お問い合わせ
　●（財）家電製品協会家電リサイクル券センター
　　☎０１２０－３１９６４０　ＨＰ　http://www.rkc.aeha.or.jp/
　●住民生活課環境対策室　☎８２−２５１１
　●清掃センター（湯浦）　☎８６−０２７７　　●清掃センター（田浦）　☎８７−１８８１

　ごみ袋の価格（ごみ処理手数料）を４月１日から以下の
とおり一部改正しました。
　今回の改正は、原材料費の値上がりに起因するものです。
ご理解をお願いします。
■生ごみ袋（大）　１７円⇒１９円
■生ごみ袋（小）　１５円⇒１６円
■可燃物袋（大）　１８円⇒１９円
※ごみ袋の購入代金は全て、ごみ処理費用に充てられます。
※生ごみ袋は長時間おきますと破れやすくなります。製造
年月日が袋に印刷してあります。製造日より２年経ったも
のは、交換しませんので、買いだめはしないで下さい。

リサイクル料金 運搬料金

テレビ（ブラウン管、液晶、プ

ラズマ式）

区分なし 2,835 円～ 3,795 円

リサイクル券

（払込手数料）

120 円

1,000 円１６型以上 2,835 円

１５型以下 1,785 円

洗濯機 区分なし 2,520 円～ 3,444 円 1,000 円

衣類乾燥機 区分なし 2,520 円～ 3,444 円 1,000 円

エアコン 区分なし 2,625 円～ 15,750 円 1,200 円

冷蔵庫・冷凍庫

区分なし 4,830 円～ 5,869 円

1,500 円１７１㍑以上 4,830 円

１７０㍑以下 3,780 円

※リサイクル料金はメーカー等によって異なります。

４月１日から
家電リサイクル対象機器の追加と料金が改正されました

↑新しい袋のデザイン（文字は緑色）

《料金》
リサイクル料金＋払込手数料→郵便局で支払い
運搬料金→清掃センターで支払い

期日 時間 地区 場所

４月２８日㈫
9:00 〜 16:00

湯浦地区 福祉センター
吉尾地区 吉尾出張所
大野地区 大野出張所

４月３０日㈭ 佐敷地区 福祉課

期日 時間 場所

４月２８日

㈫

9:00 〜 9:25 上田浦地区社会教育センター
9:30 〜 9:55 波多島農事研修館

10:25 〜 10:50 横居木公民館
11:10 〜 11:30 田浦３・４集会所
13:00 〜 13:30 農村環境改善センター
13:45 〜 14:20 小田浦福祉センター
14:30 〜 15:00 海浦公民館

障害者福祉手当を支給します
　障害者福祉手当を支給しますので印鑑と手帳を
ご持参ください。
◆対象者
　４月１日現在、芦北町に１年以上住所を有し、
身体障害者手帳、療養手帳、精神障害者手帳をお
持ちの方（生活保護受給者、障害者 ( 児 ) 施設入
所者は除きます）

【湯浦地区・吉尾地区・大野地・佐敷地区】

【田浦地区】

※上記の日に受領できない方は、５月２９日（金）
までに福祉課、田浦基幹支所で受領してください。
※お問い合わせ
　福祉課障害者福祉係　☎ 82-2511（内線 152）

人 

事 

異 

動
　
４
月
１
日
付



田浦子育て支援センター　５月の行事
　１日（金）わらべうたで遊ぼう
１２日（火）絵本の読み聞かせ
１９日（火）お散歩へ行こう
２６日（火）身体測定・誕生会

◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ
　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

　平成 20 年度特定保健指導を利用されたＡさんの実践報告をご紹介します。
Ａさん（50 代女性）は腹囲及び血糖値、血圧が基準値を超え、メタボリックシンドロー
ムに該当、その為、特定保健指導を利用され、生活習慣の改善に取り組まれました。
その結果、半年で体重は 6.5kg 減、血糖値やヘモグロビンＡ１ｃも下がりました。
★特定保健指導を受けてみようと思われた理由は？
　「健康診査の結果がよくなく、メタボリックシンドロームとの判定を受け、自分の力
で何とかしようと思い、次の日からウォーキングを始めました」
★半年間の生活習慣改善のための目標は？
　「毎日、ウォーキングを 45 分、食事はゆっくり 20 回以上よくかんで食べることを目標にしました」
★半年間で工夫したところ、変わったところはありますか。
　「2 回目の特定保健指導でバランスよく食べることの勉強をし、朝、昼、夕、間食と食べた物を
書き出し、そのカロリーを合計するのがおもしろくなってきました。買い物の時もカロリーの低い
物を選ぶようになりました」
★半年間を振り返って、現在のお気持ちは？
　「やってよかったと思いました。ウォーキングも何とかやっていける気がします。無理しないよ
うに楽しみながらがんばっていこうと思います」
★これから、生活習慣を改善しようと思っている人に “ひとこと ”。
　「生活習慣病は自分の心がけでよくなる病気だと思います。少しでも早いうちに病気を見つけ、
早いうちに取り組めばよいように思います。皆さんにもまずは健診を受けて欲しいです」

※生活習慣病は体重の増加や血圧、血糖値などの上昇でも自覚症状のないまま体の中で密かに進行
していきます。年に１回は特定健診を受け、自分の身体の状態をよく知り、生活習慣病から身を守
りましょう。

13　広報あしきた

軽自動車税　

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

４月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　　４月３０日（木）
●口座振替日　　４月２７日（月）

広報あしきた　12

お
知
ら
せ

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

特定保健指導を受けて・・・

　芦北町では、子育て家庭の負担軽減及び児童の健全育成を目的に子どもに
かかる医療費の助成を行っています。このたび、次のとおり助成対象年齢
を引き上げることとしましたのでお知らせします。
　なお、対象となる子どもがいる世帯には、受給者証を送付していますの
でご確認ください。

【現　行】
　年齢が満９歳に到達後、最初の３月３１日まで（小学校３年生まで）

【変更後】
　年齢が満１５歳に到達後、最初の３月３１日まで（中学校３年生まで）

※新たに対象となった子どもは、平成２１年４月１日以降の受診分から助成対象となります。
※助成内容　入院・通院・歯科・調剤にかかる保険診療の一部負担金が助成対象となります。た
　だし、入院などで高額療養費に該当する場合や付加給付（共済保険や健康保険組合などにはあ
　ります。）がある場合などは、その金額を控除した金額が助成対象となります。

子ども医療費の助成対象者を「中学生」まで拡充しました

※お問い合わせ　　福祉課児童家庭福祉係　☎８２－２５１１（内線１５１）

　

日
本
学
士
院
第
50
回
公
開
講

　

演
会
の
お
知
ら
せ

　

５
月
23
日
㈯
13
時
か
ら
16
時
10
分
ま
で
、

県
民
交
流
館
パ
レ
ア
で
、
日
本
学
士
院
公
開

講
演
会
が
、熊
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
一
）「
熊
本
と
刑
法
」
東
京
大
学
名
誉
教
授
・

松
尾
浩
也
会
員
（
熊
本
県
出
身
）

（
二
）「
ク
ロ
ー
ン
動
物
生
産
技
術
の
有
効
利

用
」
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
入
谷
明
会
員

　

刑
法
に
対
す
る
熊
本
県
人
の
貢
献
や
裁
判

員
制
度
と
の
関
係
、
ク
ロ
ー
ン
食
品
の
安
全

性
や
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
使
っ
た
動
物
保
護
な

ど
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
み

　

県
企
画
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
０
１
９

　

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考

　

試
験
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）

　

人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国
家
公
務
員

中
途
採
用
者
選
考
試
験
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試

験
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
～
昭
和
55
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者

▼
受
付
予
定
期
間

　

６
月
23
㈫
～
30
日
㈫

▼
選
考
日

　

９
月
６
日
㈰

※
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、
140
円
分
の
切

手
貼
付
、
あ
て
先
明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒

に
、「
中
途
採
用
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

〒
８
１
２
ー
０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
ー
11
ー
１

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

U
RL　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/

　

環
境
セ
ン
タ
ー
５
月
の
イ
ベ
ン
ト

【
裂
き
織
り
（
大
人
・
応
用
編
）】

　

裂
き
織
り
教
室
（
応
用
編
）
を
実
施
し
ま

す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
布
を
裂
い
て
、
テ
ー

ブ
ル
セ
ン
タ
ー
や
バ
ッ
グ
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
期
日　

５
月
24
日
㈰

▼
時
間　

10
時
〜
15
時

　

あ
そ
び
Re
パ
ー
ク
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で　

　

放
送
さ
れ
ま
す

　

転
倒
予
防
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
「
ワ
ニ
」
と
「
ヘ
ビ
」
の
ゲ
ー
ム
や

そ
の
効
果
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
す
。

【
番
組
内
容
】

▼
番
組
名　

た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
「
謎
の
骨

折
増
加
を
追
え
」（
仮
題
）

▼
放
送
日　

４
月
29
日
㈬

▼
放
送
時
間　

20
時
〜
20
時
45
分

▼
放
送
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ　

お
詫
び
と
訂
正

広
報
あ
し
き
た
３
月
号
に
掲
載
し
た
「
城
戸
キ

ク
さ
ん
満
１
０
０
歳
」（
4p
）
の
記
事
で
、
高

岡
の
城
戸
キ
ク
さ
ん
と
あ
り
ま
し
た
が
豊
岡
の

城
戸
キ
ク
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
場
所　

環
境
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
員　

10
人

※
事
前
に
「
大
人
・
初
級
編
」
を
受
け
ら
れ

た
方
に
限
り
ま
す
。

※
予
約
先
着
順
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
６
（
６
２
）
２
０
０
０
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芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０

残
月
に
満
開
の
梅
し
ら
じ
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
峰
子

春
愁
や
逝
き
し
友
ら
を
偲
び
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
森
嘉
市

留
守
の
間
の
郵
便
受
け
に
よ
も
ぎ
餅
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
道
子

恋
猫
の
響ど

よ

む
鳴
き
声
春
の
闇
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
茂

阿
蘇
牧
野
春
を
迎
え
る
野
焼
き
か
な
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
野
正
則

【
町
民
講
座
短
歌
】

白
鷺
は
個
を
好
む
の
か
親
も
子
も
は
な
れ
ば
な
れ
に
餌
を
あ
さ
り
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
﨑
久
子

春
は
や
く
辛こ
ぶ
し夷
の
白
は
鮮
や
か
に
雪
積
む
ご
と
く
い
ま
花
ざ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
洋
子

玄
関
に
な
ら
べ
植
え
た
る
す
る
ど
い
葉
友
に
教
わ
り
ひ
い
ら
ぎ
と
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
洋
子

娘こ

の
病
い
食
餌
療
法
で
軽
く
な
り
こ
れ
か
ら
先
の
見
通
し
が
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
澄
子

三
年
間
短
歌
教
室
な
ご
や
か
に
花
や
鳥
へ
の
い
と
し
さ
も
湧
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
田
功
子

【
田
の
浦
荘
短
歌
会
】

山
の
木
の
芽
だ
ち
の
い
ろ
が
と
り
ど
り
に
春
の
陽
ざ
し
に
輝
や
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
ツ
ギ
モ

施
設
よ
り
見
え
る
田
ん
ぼ
に
菜
の
花
畑
遠
く
に
光
る
岬
の
海
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
馬
田
久
枝

野
も
山
も
施
設
の
庭
も
咲
き
ま
し
た
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
と
歌
う
が
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
チ
エ
ノ

レ
ン
ゲ
畑
に
遊
ぶ
は
雀
レ
ン
ゲ
の
花
摘
み
つ
つ
遊
ん
だ
幼
な
日
お
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
ス
ミ
エ

自
己
流
で
考
え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
ベ
ス
ト
を
編
ん
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
川
ス
ミ
エ

短

歌

人 口　　　２０，５４３人　　（ー１０６）　
男 　　　　９，５９０人　　（−４６）
女 　　　１０，９５３人　　（ー６０）

65 歳以上　　　　７，１２３人　　（−１２）
高齢者率　　　　　３４．７％　　（＋０. １）
世 帯 数　　　７，６２５世帯　　（ー２１）

人口のうごき（H21.4.1 現在）　　　　　　（　）内は前月比

お誕生日おめでとう
H21.3.1 〜 3.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

　氏　　名　     出生日　 性別　  保護者　　  行政区

早稲田彩
さ ゆ み

弓　　２. ２２　  女　　孝　也　　田浦４
那須　芹

せ り か

花　　２. ２３　  女　　誠　一　　小田浦５
立 　心

み お

桜　　２. ２４　  女　　祐　一　　花岡東
緒方　依

え ま

真　　２. ２６　  女　　　健　　　湯浦南
千年　悠

は る ひ

聖　　２. ２７　  男　　潤　一　　女島西
川島　颯

りゅうせい

惺　　２. ２７　  男　　和　宏　　田浦町１
山田　姫

ひ な

愛　　２. ２８　  女　　康　光　　宮浦
中村　隼

は や と

士　　３.　 ６　  男　　　浩　　　鶴木山
井川　瑛

え い た

太　　３.　 ７　  男　　達　也　　湯南団地
倉本　春

は る と

翔　　３.　 ９　  男　　裕太朗　　田浦町１
桑田　椿

つばき

　　　３. １０　  女　　幸　治　　桑原
田中　春

は る き

希　　３. １１　  男　　英　之　　田浦町１
山下　遙

は る と

仁　　３. １３　  男　　　忠　　　田浦町１
楠原　琉

る か

翔　　３. １７　  男　　浩　幸　　乙千屋

ご冥福をお祈りします
H21.3.1 〜 3.31　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　　 年齢　　  行政区　
　３.　 １　　　  江口　ノブ　　　９３　　乙千屋
　３.　 １　　　  山下　キト　　　９４　　田浦３
　３.　 ２　　　  井樋口ユキエ　　８５　　湯浦南
　３.　 ２　　　  今村　亨　　　　８２　　田浦町１
　３.　 ４　　　  山下　吉松　　　８４　　計石西
　３.　 ７　　　  山内　國男　　　８１　　古石南
　３.　 ９　　　  西橋　守　　　　７５　　芦北
　３. １１　　　  藤井　フサエ　　７９　　宮崎
　３. １２　　　  中園　綾子　　　８２　　湯浦東
　３. １４　　　  木村　ハルエ　　９１　　白木
　３. １５　　　  田井　昭　　　　８０　　田浦町４
　３. １６　　　  田中　シヅエ　　９９　　伏木氏
　３. １９　　　  中川　フヂエ　　８９　　岩屋川内
　３. ２０　　　  坂本　はるか　　５５　　大野
　３. ２１　　　  田畑　幸寛　　　５７　　小田浦５
　３. ２３　　　  谷邉　稔　　　　８３　　小田浦１
　３. ２３　　　  佐々木キヨ子　　７９　　沖
　３. ２４　　　  釡　　カネ　　　７８　　女島西
　３. ２５　　　  宮下　鶴男　　　７７　　大川内南
　３. ２５　　　  鶴川　武義　　　８２　　海浦１
　３. ２８　　　  鎌瀧　ヨシ　　　９１　　東告
　３. ２８　　　  宮本　まゆみ　　５４　　花岡西
　３. ２９　　　  桑鶴　ミツエ　　８８　　海浦１
　３. ３０　　　  桑𠩤　ヤメ　　　９９　　芦北
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

沿岸警戒活動にご協力を！
【沿岸犯罪の現状】

    外国人の不法残留者（平成 21 年 1 月 1 日現在、法務省発表）は、１１万３，０７２人とされており、
これら不法残留者は、我が国に在留すること自体が違法であるばかりでなく、その一部が凶悪犯
罪を犯すなど、治安に大きな影響を及ぼしています。

【皆さまへのお願い】
    皆さんのまわりで
◆特に夜間や未明に、漁船や貨物船から人目を避けるように集団で下船
　（乗船）する人
◆身体、衣服に乱れがあり、沿岸付近をうろつくなど行動が不自然な人
◆見かけない船が航行したり、普段接岸・停泊しない場所にいる
◆海岸周辺に、保冷車やアルミバントラックが長時間駐車している
◆見かけない不審な人がいる
　などを見聞きして、「おかしいな」と思われたら、いつでも結構です。
警察への通報・１１０番をお願いします。

「見たばい！　聞いたばい！　知っとるばい！」

　消防車は、被害を最小限にするため一刻も早く災害現場に急行し、消防活動を行ないます。
また、救急車は病気や怪我をした人に応急処置を行ない、速やかに病院へ搬送しなければなりません。
緊急自動車（消防車、救急車等）はサイレンを鳴らし、赤色灯とライトを点け走行するように法律で
決められています。

　消防自動車等の円滑な緊急走行のために、以下のことを皆さんにお願いしたいと思います。
・消防自動車がサイレンを鳴らしながら、赤色灯をつけて接近
してきた場合には、交差点内は避け、周囲の状況に配慮し進路
を譲って下さい。

・緊急走行時にサイレンを鳴らすことは、法律で義務付けられ
ていますので夜間等のサイレン音に対し、住民の皆さんのご理
解をお願いします。

・通報時に「サイレンを鳴らさないで来てください」とお願い
をされる方もいますが、法律で義務付けられているのでサイレ
ンを鳴らさず緊急走行はできませんのでご理解ください。

町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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芦北町立星野富弘美術館だより

【
小
学
生
の
部
】

優
秀
賞

　

村
上
萌
々
子
（
熊
本
市
立
五
福
小
２
年
）

　

仲
田　

理
華
（
熊
本
市
立
健
軍
東
小
４
年
）

特
別
賞

　

吉
田　

真
大
（
八
代
市
立
八
千
把
小
５
年
）

　

澤
田　

紗
帆
（
天
草
市
立
佐
伊
津
小
６
年
）

　

濱　

ま
り
か
（
天
草
市
立
佐
伊
津
小
６
年
）

　

つ
で
た
け
の
り（
熊
本
市
立
健
軍
東
小
４
年
）

　

梅
下　

有
希
（
芦
北
町
立
佐
敷
小
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞

　

森
田　

達
文
（
宇
城
市
立
三
角
中
２
年
）

　

市
村
紅
美
子
（
八
代
市
立
東
陽
中
３
年
）

特
別
賞

　

平
野　

佳
奈
（
八
代
市
立
東
陽
中
２
年
）

　

水
上　

翔
太
（
熊
本
市
桜
木
中
２
年
）

　

島
川
芙
望
奈
（
熊
本
市
立
合
力
中
１
年
）

　

松
永　

美
咲
（
八
代
市
立
東
陽
中
１
年
）

【
高
校
生
の
部
】

優
秀
賞

　

田
原　

美
咲
（
水
俣
高
校
３
年
）

　

西
岡
岐
見
子
（
湧
心
館
高
校
２
年
）

【
一
般
の
部
】

優
秀
賞

　

水
本　

陽
子
（
天
草
市
）

　

斉
田　

親
義
（
芦
北
町
）

特
別
賞

　

上
田　

九
宝
（
玉
名
市
）

　

村
上
智
枝
子
（
菊
池
市
）

久原　知子（宇城市）
作品名「あっ気持ちよかった」

【中学生の部】最優秀賞

【一般の部】最優秀賞

【小学生の部】最優秀賞

本山　希望（芦北町立佐敷小５年）
作品名「たんぽぽ」

中村健志郎（錦町立錦中１年）
作品名「カボチャ」

　
「
詩
画
作
品
募
集
」
は
、
町
内
は
も

と
よ
り
県
内
外
の
多
く
の
方
か
ら
作

品
、
小
学
生
の
部
４
６
２
点
、
中
学
生

の
部
３
２
４
点
、
高
校
生
の
部
12
点
、

一
般
の
部
12
点
の
合
計
８
１
０
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
高
校
生
の
部
の
最
優

秀
賞
は
、該
当
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
作
品
は
、
５
月
31
日
㈰

ま
で
当
美
術
館
内
で
展
示
し
ま
す
。


